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　無人化施工技術は平成３年からの雲仙普賢岳噴火災害を契機として、平成6年に雲仙で初
めて開発された技術で１８年目となります。当時の工事は除石の試験工事で始めましたが、
技術の進歩と共に、今日ではＲＣＣ工法による砂防堰堤・鋼製スリットダム等、大規模かつ
複雑な構造物の工事ができるようになりました。施工管理においては３次元のバックホウガ
イダンスシステム等、ＩＴ技術の導入によって５ｃｍ単位（土工・コンクーリト）での出来
形管理も可能となっています。
　雲仙方式の技術は、設計から施工計画、材料（ＲＣＣ）、情報化施工、無線マネージメン
ト等、総合的な施工技術であると共に、雲仙で誕生し進化した無人化施工は三宅島噴火災
害、東日本大震災（原発の応急復旧）で活用されています。
　水無川の砂防事業（赤松谷川・水無川・おしが谷）では、無人化施工により初めて造られ
た水無川１号砂防堰堤（長さ 870m）等、数多くの砂防堰堤・床固工が整備され、『今年
7月からは赤松谷川(南島原市深江町）において、5号床固工（長さ 218m，堤体積
9,200m3）のRCCを打設します。』本床固工は河床安定のために設置するもので、床固群
11基のうちの9基目の建設となります。
　皆様、最先端の無人化施工技術で施設整備が進む水無川の砂防事業を是非見学においで下
さい。

＊無人化施工（遠隔操作室から無線によって重機を操作し警戒区域内の工事を行う）
＊ＲＣＣ（超固練りのコンクリートを用いた転圧コンクリート）

無人化施工の工事状況
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